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ごあいさつ
日本スポーツとジェンダー学会第 11回大会

実行委員長 荒井啓子 (学習院女子大学)

2002年に研究会として発足した本会は、2005年に学会として生まれ変わったのち、

昨年、第 10回記念大会を迎えることができました。節 日の年であつた昨年は、これま

での 10年を振 り返 りつつ、日本における唯一のスポーツとジェンダーに関わる学会 と

して、本学会に「固有な」学術的成果を確認・発信することを一つの柱として進められ

ました。「体育学・スポーツ科学分野においてのみ可能なジェンダー視点での研究とは

何か」という問いにあらためて向き合ったのです。そこでは、スポーツに関わる主体と

しての身体の「多様性」を「個の尊重」という視点から主として考えてきた本学会のこ

れまでの姿勢が再確認され、「多様な個人のためのスポーツ」という未だ解決途上にあ

る問題をさらなるステージに進めるための契機になったのではないでしょうか。

第 11回大会として新たなステージに踏み出す今大会では、その第 1歩 として国際的

な課題に取 り組みます。2012年 3月 の春季研究交流会における会員相互の議論を踏ま

え、研究委員会でさらに検討を重ねた企画内容です。「多様性」とい うキーワー ドを中

心に掲げ、それを「文化の尊重」と「人権・ジェンダー」という2つの視点から、スポ

ーツの現実の中に顕在・潜在する問題について議論 したいと考えています。前者につい

ては、ヨーロッパ。国連中心の共通規準と各文化の固有性 との関係等、後者については、

共通する保障すべき人権 と社会によつて異なりうる人権規範 との関係等について議論

を展開します。

学会大会全体のテーマは「開発におけるジェンダーとスポーツ」としました。途上国

における開発支援をジェンダーの視点で提え、そこでスポーツがどのような機能を果た

せるかを模索します。開発はプラスの評価が十分にある一方で、価値の押しつけ等のマ

イナスの側面も指摘されています。それぞれの国や地域は、それぞれに異なる歴史や風

土、社会や文化さらには宗教等を有しています。多様なる国々の多様なる社会において、

スポーツとジェンダーの網 目の糸はどのように織 りなすことができるのでしょうか。

このような問題意識を背景に、第 1日 目は、基調講演の講師として、原ひろ子氏 (城

西国際大学客員教授)をお招きし、「開発 と健康」というテーマでお話 し頂きます。ま

た、シンポジウムではコーディネーターを爽田享子氏 (中京大学)に託 し、「開発にお

けるスポーツとジェンダー」をテーマに、3分野の登壇者によつて、①開発支援現場に

おけるスポーツに関する報告・提言 (山 口拓氏)、 ②」ICAの協力事業を通 じた開発 と

ジェンダーに関する報告・提言 (甲 斐田きよみ氏)、 ③ 「スポーツと文化と女性」の多

様性の観点からの報告・提言 (荒井啓子)を予定しています。さらに、国際社会におけ

る開発や援助の問題は、現在 日本が直面している東 日本大震災の復興支援にも共通する

ものと考え、第 2日 目には、鈴木るり子氏 (岩手看護短期大学)を講師としてお迎えし

「災害復興と健康 。ジェンダー」に関する特別講演をお願いしました。ディスカッサン

トの北田和美氏 (大阪女子短期大学)を 申心に、すべての参加者 とともに活発な議論が

展開できることを期待 しています。

2日 間を通 じて、スポーツとジェンダー研究への新たな知見を見出して頂くとともに、

多くの参加者 との交流によって研究の拡がりを楽しんで頂きたいと願つてお ります。

最後になりましたが、実行委員をはじめとする本大会をお支えくださったすべての皆

様に心より感謝申し上げます。



【会場案内】

学習院女子大学 〒162-8650 東京都新宿区戸山 3-2卜l TEL:03-3203-1906(代表)

東京メト回副都心線「西早稲田」駅下車 徒歩1分

東京メト回東西線「早稲田」駅下車 徒歩10分

JR山 手線・西武新宿線「高田馬場」駅下車 徒歩 15分

喫煙所 (体育館階段村

鑢 髪劉囁::

互敬会館 (3号館)

2階教職員ホール

*ク ロークは受付にて承ります。

*建物内は全館禁煙です。喫煙をされる方は、6号館

(体育館)階段下の喫煙場所をごTll用 ください。

3

大学内建物配置目
互 敬 会 館

(3号 館 )

会場 :2号館

2階  222教室

※大会本部は同館 3階 235教室

図 書 館



○ネームタッグは大会期間中、常時ご着用ください。大会終了後またはお帰 りの際に、回

収箱にご返却ください。

○建物内は全館禁煙です。喫煙をされる方は、6号館 (体部靭 階段下の喫煙場所をご利用

ください。

○キャンセルによる大会参加費および懇親会費の返金には応 じかねますので、ご了承く

ださいc

O懇親会は1日 目18:30よ り互敬会館 (3号館)2階 にて行います。事前に申し込まれた

方は開始時間までに直接会場にお集まりください。なお懇親会への当日の参加申込み

は受付にて承つております。係員までお申し出ください。

○大会の模様を記録するため写真を撮影いた します。参カロ者のみなさんのプライバシ

ーには十分配慮 し、会場後方からの撮影を行います。あらかじめご了解 くださいますよ

うお願い申し上げます。

より充実 した大会を開催するため、参加者のみなさんにアンケー トヘのご協力をお願

いしてお ります。受付時に配布されたアンケー ト用紙にご記入の上、会場内に設置された

アンケー ト回収ボックスにご提出ください。皆様のご意見をお待ちしてお ります。

「個人情報保護法 (個人情報の保護に関する法律)」 の施行 (2005年4月 1日 )を受け、

日本スポーツとジェンダー学会 (以下本学会という)主催の学会大会における会員以外の

参加者の個人情報の取り扱いを、下記のとおり定めております。

本学会は、研究機関として個人情報を取 り扱 う場合に、目的のために必要な情報のみを

本人の同意に基づいて取得 し、目的の終了後には速やかに削除することを基本方針 として

います。組織運営および研究事業においてもこの基本方針を遵守し、また今後とも継続的

に改善することにしています。

1.大会参加のための手続書類で取得 した個人情報の利用目的について (会員外)

本学会は、会員外の参カロ者のみなさんから参加手続で取得 した氏名、住所など個人情

報を、以下の目的のみに利用します。

1)当該大会の円滑で安全な運営のため

2)今後の本学会の研究活動の参考資料 とするために、個人を識別できない形式によ

る参加者の統計作成

2.お問い合わせ先

個人情報に関す るお問い合 わせ は、本学会事務局 (e mail:info@jssgs.org)
までお寄せください。



」SSGS第 11回大会 実行委員会

役 割 氏名

大会委員長 井谷恵子

実行委員長 荒井啓子

事務局/総務 ○田原淳子、井谷恵子、高峰 修、登丸あすか、丹羽勧昭、松宮智生

学習院女子大学SS:生田目美佳、下田菜津美

国士舘大学SS:田 中伸弥

明治大学SS:堀内祐樹

(以上4名のSSは 「研究」と兼任)

研  究 ○建石真公子、飯田貴子、

SS:「事務局/総務」

波多野圭吾、

と維

福富 護、末田享子

財 務 ○ガヽ石原美保、熊安貴美江

受  付 ○水野英莉、岡田 桂、掛水通子、中山 健、前田博子

学習院女子大学SS:関 佳美、高瀬 萌

東京学芸大学SS i桶熊彩美 (7月 7日 )、 真鍋隆祐 (7月 8日 )

文京学院大学 SS i山下波瑠菜 (7月 7日 )、 佐々木萌子 (7月 8日 )

明治大学SS:赤津杏奈、鈴木 悠

会  場 ○後藤光将、阿江美恵子、井谷聡子、藤田恵理

学習院女子大学SS:村尾真慧、若山理衣

国士舘大学SS:横山 光

東京学芸大学SS:田 中将太 (7月 7日 )、 金子真弓 (7月 8日 )

広  報 ○羽 |1澄子、鈴木楓太、藤山 新、松田恵示

接 遇 ○太田あや子、合場敬子、自井久明

記  録 ○本村華織、新井喜代加、斎藤文彦

○ :チーフ。チーフ以外は五十剖瞑

SS:学部生、大学院生等によるサポー トスタッフ



1日 目 : 7月 7日

12:30  13:00  13:15

2日 目 : 7月 8日 (日 )

9:30

大会テーマ三開発におけるジェンダーとスポーツ

(土 )

14:45  16:00

12:00 13:30

18:00  18:30

15:00 15:15

20:00

懇親会
(互敬会館)

16:00

総 会

(2号館)

受

付

開
会
挨
拶

基調講演
「「背1男もと黎劃時記

(2号館)

休
憩
・交
流

情
報
交
換

シンポジウム

「開発におけるジニンダーとスポーツ」
(2号館)

一般発表
(2号館)

休
憩
・交
流

情
報
交
換

特別講演
「災害復興と健康・ジェンダー」

(2号館)

<7月 7日 (土 )

13:15 ～ 14:45

15:00 ～ 18:00

大会テーマ :開発におけるジェンダーとスポーツ

>

基調講演

「FEと使罰趣

講師 原ひろ子 (城西国際大学客員教授)

司会 :福富 護 (東京学芸大学名誉教授)

シンポジウム

『開発におけるジェンダーとスポーツJ

開発協力におけるジェンダー課題への取り組み:ナイジェリア北部における女性

の生活向上支援

甲斐田きよみ (元」ICA派遣専門家、名古屋大学大学院国際開発研究科博士課程)

文化/スポーツ/女性の多様性の観点から:「開発とジェンダー」への問いかけ

荒井啓子 (学習院女子大学教授)

開発支援現場におけるスポーツとジェンダーに関する報告および提言:カ ンボジ

アの体育支援事業などに関する検討を中心に

山口 拓 (ハート・オブ=ゴールド理事)

コーディネーター :末田享子 (中京大学教授)



18:30～ 20:00  懇 親 会  (会場 :互敬会館 (3号館)2階)

< 7月 8日 (日 )>

9:30～ 12:00  -般発表

①9:30～ 9:55 座長 :小石原美保 (国士舘大学)

「フクシマ女子駅伝」是非言説にみる女子選手の不在

井谷恵子 (京都教育大学)

②9:55～ 10:20 座長 :合場敬子 (明治学院大学)

競技者の視点からみた女子総合格闘技ルールの課題 :「危険Jを理由に禁止され

る行為と競技者の意識

松宮智生 (国士舘大学大学院)

③10:20～ 10:45 座長 :阿江美恵子 (東京女子体育大学)

Oolonize This::女 性のアスリー ト・コーチ・理事・レフリーの経験から

荒木香織・′]ヽ谷郁 (兵庫県立大学)

④10:45～ 11:10 座長 :芹澤康子 (至学館大学)

生徒の意識の変容を促す「性」の学習

宮本乙女 (お茶の水女子大学附属中学校)

⑤ll:10～ 11:35 座長 :飯 田貴子 (帝塚山学院大学)

「ホモソーシャリティ」概念の実証的検討 :「体育会系」アメフト部におけるエス

ノグラフィ研究より

関めぐみ (大阪府立大学大学院)

⑥ll:35～ 12:00 座長 :近藤良享 (中東大学)

ιlの ちのシステムを理解し実践する科学教育としての身心一体科学 :Equality

の科学の視座構築に向けて

跡見順子・清水美穂・藤田恵理 (東京大学セルツーボデイダイナミックラボ)

13:30～ 15:00 特別講演
「災害復興と健康・ジェンダー :

東日本大震災後の保健師による全戸家庭訪問健康調査から見えてきたこと」

講師 鈴木るり子 (岩手看護短期大学教授)

コーディネーター :建石真公子 (法政大学教授)

ディスカッサント:北 田和美 (大阪女子短期大学教授)

15115～ 16:00 総 会



日本スポーツとジェンダー学会第 11回大会

発表抄録

基調講演 凛口・・・・ 口・ コ9

シンポジウム 菫ロロ■●■・10

-般発表 口・ ロロ・・・ 口・17

特別講演・ 口腱●●ロロロ・23



基調講演 7月 7日 (土 )13:15～ 14:45

開発と健康

一日本スポーツとジェンダー学会への期待一

原ひろ子 (城西国際大う

健康、女性、国際的課題

はじめに

ジェンダーの視点に立つ「開発と健康J研究:ま、単

に開発途上国に関しての健康とジェンダーに関する研

究を行うものではない。いわゆる「開発課題」は、人

類のあらゆる社会に存在しているものである。そして、

ジェンダー研究は単に社会的文化的に三分される両性

の現実のみを対比して考察するのではなく、人間のあ

らゆる性別区分の状況を包摂し、それを多様な社会的

文化的性のありようとして位置づけた上で、健康課題

を研究するものとしていきたいと筆者は考えている.

暇発」という語が用いられる場合、開発途 卜国の

状況を指していることがあるが、本日では、地球上の

あらゆる国や地域、またその中の都市や村落のすべて

における住民生活にとっての「よりよい方向への変化」

を指すこととした0ゝ

1 国連で用いられる用語の日本語訳の変遷

ところで、国連では、1972年の第 27回総会におい

て、1975年を国際婦人年とすることが決議された そ

の目的は、全世界が「男女の平等を実現し、発展と平

和をめざす」 とされた6こ のとき、日本政府は

“de■7elopment"を 「発展」と訳したのであつた。し

かし、1"5年 9月 4日 ～15日 に政府間の会議である

「第4回世界女性会議 :平等、開発、平和のための行

動」が1ヒ 京で開催 された際には、 日本政府は、

“developm∝ぽ を「開発Jと訳すようになり、今日

に至っている。さらに、"womど'の公式日本語訳が「婦

人」から「女山 に変わったことも注目に値する。日

本語の「婦人Jは、成人女17■を意味するが、北京会議

では り 女ヽJが新たに重点領域ヤ動日えられ、し劇艶 と

記されるようになつた。

なお、1975年の臨点では、いわゆる「開発」課題は、

「発展途上国」の抱える課題であると国際的に認識さ

れていたが、1980年代後半からは、いわゆる先進工業

国にも、さまざまな領域で「開発課題」が存在するこ

と、特に、ジェンダー・バイアスのない社会をめざそ

うとする場合には、先進工業国こそ、大きな「開発課

題」を抱えているという議論が生まれてきた。

2.「多様な社会的文化離 ■と「生物としてのヒトの

性のありようの多様性」

これまでのジェンダー研究の成立過程においては、

以下のような状況があつた。まず、往々にして「人間

=男性 として構築されてきていた知の鎮域にわ戦 し、

「人間には女性も含まれる !Jと いう主張のもとに、

女性学 (Womett St bs)を成立させようという

1960年代以降の努力が存在し、その延長としてジェン

ダー研究が生まれてきた。そして、2010年代の現在で

も、「多様な社会的文化的性」のありようを示す人間と、

「生物としてのヒト lhomo sapien∝ )の性のありよ

うの多様蜘 との関連に関しての研究は、かす力ヽ こそ

の緒についた段階であるといえる。

スポーツとジェンダーに関する研究を中心としてお

られる「日本スポーツとジェンダー学会」においては、

「多様な社会的文化的性」のありようを示す人間とま

た「生物としてのヒト lhomo s叩ねnce)の性のあり

ようの多薗亀 の両者に関連する研究の進展が期待さ

オЪる。

3.国連での動きと研究活動に先立つ NGOの実践活動

3-1.国連機関の活動

3‐2.国際人口。開発会議と「健康ジェンダー」

33.日 本における「人口・健康とジェンダー」に関す

る政

34.性差医療とスポーツ医学の協働への期待

4.国際的な課題

4-1.リ プロダクティブ・υNレス (家族計画 /性感染

症 /中高年女性の健康 /リ プロダクティブ・ライツ)

42.女性に赫 る暴力の根絶

43.女性の教育水準の向上 (栄養 /身体運動 /女性

性器切除 /医療へのアクセス)

44.災害彬湾■ 難民と身体と心の健康

5 身体を動かし心を動かすこと

一日本スポーツとジェンダー学会への期待―



シンポジウム「開発におけるジェンダーとスポーツ」 7月 7日 (土)15:00～ 18100

シンポジウム「開発におけるジェンダーとスポーツ」

趣旨およびディスカッションの方向性

コーディネーター :末田享子 (中京大学)

テーマ設定の背景

日本スポーツとジェンダー学会 OSSGS)第 11回大

会の全体テーマは「開発におけるジェンダーとスポー

ツJである。このテーマの決定の背景には、昨年度第

10回大会の基調講演時の質疑がある。同基調講演では、

講師としてGuhn Don―Tepper氏 (′やレリン自由大学

教授、10C女性とスポーツ委員会委員)をお招きし、

国際オリンピック委員会 にE)によるオリンピック・

ムーブメントを通じての女性、多様なマイノリティと

スポーツとの関わりをより望ましいものにしようとす

る取り組みについて講演を行つていただいた。この講

演の質疑では、イスラム社会の女性に関するジェンダ

ーとスポーツ、および途上国への開発支援の際のジェ

ンダーとスポーツという視点の重要性が確認された。

この視′点はすなわち、上述の「より望ましい」とは、

誰にとつて何が望ましいの力1こついて、短期的 。中長

期的展望をもつて認識し、実践に結びつけることの必

要l■を指摘するものであった

JSSGSにおける議論をさらに遡れば、学会設立 lo

年間で行つてきた主要な議論は、スポーツにおけるジ

ェングー視点を含む問題の究明と課題解決に関し、身

体の多様性と個の尊重の視点から行われてきた経緯が

ある。この 10年を経て、学会が議論してきた「多様1蜘

について、身体文化を含む「文イコ のレベルでの概念

的枠組みとして捉えたいという課題意識が醸成されて

きた。

開発とスポーツを取り巻く国際動向

国連は 2015年までに達成すべき目標として8項目

のミレニアム開発目標 仙DQ)を掲1大 それに寄与

することができる重要な領域のひとつにスポーツない

し身体活動が含まれている。この動向におけるジェン

ダー視点を含むアプローチは、sDPNQlが発行した文

書 `覇雛sshg the Po、 v∝ of Spot for De■ 7elopment and

peace:Recolmlelldationsto Go団 箇Hば'0008年)の第

4章 ヽl 物nd Gender:Empowelltt Girls alld恥耐 'に

詳しく述べられている
2。

l UKDP内に設置された研究調査機畿 この詳細は本シン

ポジウムの山口報告参照

2Л〕SGS2011年度春の研究交流会では、第 11回大会のテー

IOCも また、スポーツを主軸とする教育的 。社会的

運動を牽引してきた立場から、こうした国連の活動に

積極的に関与しはじめている。国連平和と開発のため

のスポーツ事務所 値N〔DP)と IOCが共同で主催し

た国際フォーラムは、昨年までに2度開催され、その

第 2回平和と開発のための国際スポーツフォーラム

0011年 5月 10～11日 、於ジュネーブ・国連本部)

の成果として、勧告 Q鍛 憲症簡鋤s)が示されてい

る
3。

以上のように、国連と 10Cの動向を例にとつて

も、「開発J分野と「スポーツJ分野の親密さは増して

いるといえる。

「開発」をめぐる評価の対立

一方、「開発」をめぐつては、E.サイー ド『オリエ

ンタリズム』(1978年)が旗手ともされるポストコロ

ニアリズムの立場からの推辟Jなど、先進国から途上国

に対する、①価値の押しつけ、②経済活動における資

本主義的搾取、③資源の搾取など、マイナス面が指摘

されている。同様に反グローバリゼーションの観点か

ら、オリンピック・ムーブメント等西洋近代スポーツ

を核とする社会的運動に関しても批判的見解と打開ヘ

の道が示されてきた
4。

他方、それでもなお「開発援助」を必要とする国や

社会は国際的に多数存在するという立場をとりつつ、

途上国等の経済発展の遅れは、単に「経済的」な問題

マを踏まえ、この第4章の日本語訳出を分担し、それにも

とづく議論を行った 参加者の訳出成果は本学会研究誌「ス

ポーツとジェンダー研究」第 11巻に掲載される予亀

3フォーラムの鍵 はh的ガ品雪wlln.ol・g/w・aWweb濠ふヽ

te/slpol・t/sha■・ed/spondSRep∝げ10-11.05.201l lTN‐ 10
C FORUM Ge“唸 REPORT ENptt IOCサ イ ト版の

勧告はllm 朦` _o聯町疵.0・g/Doctune艶頭b丑麗llce畦

Fo■■uns and礫、nね9011‐10C ttF りこ‐̈ mendat
ions‐ IOC‐UNpdfか ら閲覧可 (21p12年 6月 23日現わ 。

このフォーラムについてはヽヽ サイ トでもとりあげられ

ている。

419"年前後からIOCや IOA(国際オリンピック・アカデ

ミー)が関与する研究会でもこうした見解を持つ研究者が

講師として招聘されるなどの動向がある。例えば、以下の

文献を参照されたしЪ LDoCo壺逢00,0レ写た S蹴満お
‐az協口ιL― ″

`及

衰嘉η
`ち

E■tiol・a Goma F島
(httpブ/"躙甲lla84fo山倣m.olg/Spc僣LttB∞ Ы

O157mpS 品 apめ
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だけではないことも指摘されてきた。インドの経済学

者アマノL/7ィ ア・センらの研究功績により、民主主義

が低調で、階級差別、′艤 :1等の存在する社会では、

富の偏在、識字率の低さのために、そもそも経済殉展

に加われない人々が多く生じることが明らかになつて

いる。こうした見解は、例えば C.■lPに代わる指標と

して国連開発計画 l―P)においては人間開発指数

lHDI)を活用する動向へと結びづいている。

以上の開発をめぐる評価の対立やそこから生み出さ

れてきた改善を模索する動きは、開発・ジェンダー・

スポーツの三者を結ぼうとする本シンポジウムにとつ

ても、重要な意味を持つ。なぜなら、ジェンダーとス

ポーツの観点での、開発をめぐる対立の様相とはいか

なるものであるのかを明確にし、そのような対立によ

つて議論が深められてこそ、可能な改善の道筋が見え

てくるだろうからである。

シンポジウムの具体的な問題関心

そこで、本シンポジウムの具体的な問題関心として、

次の三点をあげておきた0ヽ

(1) ジェンダーとスポーツの観薇での「開発」の

評価の対立 :開発のメリット、デメリットは

どこに、どのように存在すると考えられるの

か

(2) ジェンダー視点あるいはスポーツ。身体活動

の基盤をなす「文化」の差異を勘案した場合

の開発の実効性を問うこと

(3) スポーツにおけるジェンダー視点を活かした

実践方法とはどのようなものであるのか

上記 (1)については、先に述べたとおり、対立の

様相をより具体的に捉えるとともに、その対立の溝が

深くとも、建設的な方向性を見いだす議論に結びうけ

ることができればと考える。

上記 (2)については、次のような見点を提示して

おきたしゝ 閉鎖的で伝統的な、ジェンダー支配のもと

にある社会 (コ ミュニティ)における女性に対して、

国外からのオルターナティブな支援やサポー トは必要

であるとするのが、開発におけるジェンダー視点の重

要性の一つであるcジェンダーという視点は、社会関

係の中で生じる、性別や性文化を根拠とする、性別に

よつて異なる役害1や地位を見直すことを要請する。

これに対し、各社会や国は、固有の宗教、文化、伝

統、歴史等を有し、特に男女の関係は、公的にも私的

にも、そのような文化と切り離せない面が多い。それ

では、実際にそれぞれの社会において、支援に実効性

を持たせつつ、同時にジェンダーという視点、あるい

は身体活動を活かすためには、どのように考えればよ

いの力ゝ

上記 (3)については、次のような視点を提示して

おきたし、 これまでの学会における議論でも問うてき

たことであるが、スポーツにおいてジェンダーの視点

を生かすとは、どのようなことなのだろう力ヽ その前

提として「スポーツJがなぜ必要か、という問題も存

在するが、ここではひとまず、身体的健康、精神的健

康、自尊かの育成、社会関係の構築、閉鎖社会におけ

る女性に対して「公的」に集まれる場所を提供する等、

スポーツの意義は多様に存在すると考えておくことと

する。その上で、途上国の女性・男性が平等に参加す

る//何らかの観点でより支援を必要とする側の開発に

向けては、具体的にはどのような「スポーツ・プログ

ラム」が適切なのか、を考察する。この考察には、日

本における「ジェンダーとスポーツ」に関するこれま

での議論も寄与するであろう。

以上述べたような、背景および問題関心にもとづき、

本シンポジウムでは、次の3名の登壇者に各テーマで

のご報告をお願いした

<報告1>
開発協力におけるジェンダー課題への取り組み ナイ

ジェリア北部における女性の生活向上支援

甲斐田きよみ氏 (元 JICA専門家 。名古

…学院国際開発研究科博士調

<報告2>
文イし/スポーツ/女性の多様性の視点から 一「開発

とジェンダー」への問いかけ―

荒井啓子氏 (学習院女子爛

<報告3>
開発支援現場におけるスポーツとジェンダーに関する

報告および提言 カンボジアの体育支援事業などに関

する検討を中心に

山口 拓氏 lNPOハート・オブ・ゴール ド・筑波大

学)

シンポジウムの進行方法

・ コーディネーターからの趣旨説明 :約 10分

・ 登壇者の報告 :30分×3題

・ 休憩 (この間に質問紙記入、回収、分類):20分
・ 質問紙にもとづく質疑応答および議論 :30分

・ 登壇者の報告および議論のまとめ :5分 ×3名

・ コーディネーターまとめ

参加者のみなさんには、議論が深まるよう質問紙全

の記入や議論に積極的に加わつていただくことをお願

いしたし、
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開発協力におけるジェンダー課題への取り組み

ナイジェリア北部における女性の生活向上支援

甲斐田きよみ (元 JICA専門家、名古屋大学大学院国際開発研究科博士調

キーワード:ジェンダー、ナイジエリア、イスラーム、女性の生活向上

1 はじめに

発表者がナイジェリアで出会つたハンナ トゥという

女性は、自分が抱えている問題として「夫は夕食のス

ープに肉がはいつていないと、いつも私を殴りますЭ

でも、夫は肉を買うお金を渡しません」という話をし

たDこの女性はムスリムでナイジェリア1邸に多いハ

ウサ人であつた。ハウサ人ムスリムの婚姻契約では、

夫が妻を扶養し衣食住など全ての必要を賄うこと、妻

は大に従い家事 。育児をし、婚姻関係の維持に努める

こととなつている。従ってスープを作るのは妻の役割

だが、肉を買うのは夫の役割で、この役割を果たして

いないのは夫のほうである。妻は夫を非難することも

出来ず、自分で自由に使える現金収入を自分で得たい

と望んでいた。しかし教育の機会も十分に受けず、夫

の許可なく外出することに制限がある女性にとつて、

自分で現金収入を得ることは簡単なことではなし、 ハ

ンナ トゥの大も「貧困層Jに属するかもしれないが、
「貧困世帯Jの問題としてみると、世帯の中の貧困、

世帯内のジェンダーによる不平等の問題を見逃してし

まう。

ナイジェリア北部の女性の結婚・出産に関する状況

は、1"0年からあまり変化がなしゝ 女性は15歳前後

で結婚し、2,3年後に出産し、その後も2年半ごとに

出産を繰り返し、生涯で7人程度の子どもを産む。饉

産前に医療機関で検診を受ける女性は半数以下で、出

産時に誰の介護もなく出産している女性は2008年で

約4%になる。妊産婦死亡率は北東部で1549件/10

万件、北西部で1∽5件/10万件と非常に高い

はDHS:1990,2∞ 8)。 一夫多妻の状況も19∞ 年以来

あまり変わらず、半数以上の女l■は夫に自分以外の妻

がいる。教育に関しては初等 。高等教育修了の女性の

割合は増加している。学校教育を全く受けていない女

性の割合も減少しているが、2008年で依然74.2%に

のぼるlNDHS 2CXe。

2,ナイジェリア政府のジェンダー課題への対応

ナイジェリアは1975年の第 1回世界女性会議に参

加し、翌年、連邦社会開発 。青年・スポーツ省に女性

開発部を設置した 1982年には「開発と女性Jに関す

る全国委員会が設立され、1985年にはCE]ン鵬r製

ull撤廃条約 を批准している。このようにナイジェリ

ア政府は1975年に始まる国連女性の10年の取り組み

の影響を受けて制度を整えてきた (チュクマ、1994)。

1987年には大統領夫人が村落部の女l■の生活改善プ

ログラムである「ベターライフプログラム :BLP」 を

開始した。村落部の女陛を対象に農業、保健衛生、識

字教育、手工芸品製作、協同組合設立など多様な活動

が全国で実施された。女性センター 輌DC:ミsell
De■Ve10pment Qntl・ e)と呼ばれる女性が識字や洋

裁・編み物などのスキルを学ぶ場が、このプログラム

のもとで全国に建設された N,1994)。 1999年に軍

事政権から民主政権へと移行し、ⅥりCに関わる国家

プログラムは消滅しlVDCは財政 。人的リソース不足

から次第に荒廃した。連邦女鵠 代Rの国立女性開発

センター (NOMD はナイジェリアのジェンダー課

題に関わる調査。研修・研修を実施する機関だが、2001

年から2CIC15年 に力ヽすて全国のⅥDCの現況調査を

実施し、519の 1ヽ0Cの存在が明ら力ヽこなつた。し

かし施設は老朽化し、機材や材料が不足し、多くの

ⅥりCは十分に機能していなかつた。NCⅥ① は調査

の結果を2004年の全国女性評議会に報告し、その結

果、ⅥDCの活用の必要性が認識され始め、2006年

の全国女性評議会で「NCヽ りヽ が全国WDCの活性化

に向けたガイドラインを作成する」ことが決議され、

NQⅥ)のマンデートとされた。」КA(独立行政法人

国際協力翻 は、N01り が女性センター活性化ガイ

ドラインを作成することを支援することを決め、2007

年 1月 より3年間の予定で「女性の生活向上のための

女性センター活性化支援プロジェクト」を開始した

3 」ICAによる取り組み :女性センター活性化支援

プロジェクトは、まずガイドラインを策定するため

の女l■t7ンター活性化のモデル生み出すために、すイ

ジェリア北部のカノ州6箇所の女性センターで女性セ

ンター活性化に向けた活動を実施した。プロジェクト

は「女性センター活性化」を次の3点から見ている。

12
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①女性センターのサービスの質向上

②女性センターヘの肯定的認識向上

③女睦センターのマネージメント向上

女性センターが女性たちのニーズに沿うサービスを

提供できなければ生徒は集まらない。またカノ州では

夫の許可がないと女性が外出することが難しいので、

夫や宗教的・伝統的リーダーといつたコミュニティの

人々が女性センターに対して「女陛センターは役に立

つところ」という認識を持つてもらうことが大切であ

る。さらに、女性センターが活動の運営管理をうまく

出来なけれ,ま 持続して良い活動を維持すること|ま難

しいであろう。この3点を強化するために、プロジェ

クトは様々な活動を実施した。①に対しては、女性セ

ンター講師に対するスキルアップ研修、他州の先進的

女隆センターヘのスタディ・ツアー、卒業生が起業で

きるような支援等である。②に対しては、ラジオ番組

で女性センターの利点を伝えたり、コミュニティでド

ラマを演じて女性センターによる変化を伝えたりとい

う啓発活動を実施した。③に対しては、女性センター

講師に対して生徒 。講師の出席記録や機材・材料の管

理、会計など事務処理能力の3舞ヒを実施した

4 人々の変化

女性センターに通い始めて、女性達は得たスキルで

洋裁や編み物の製作販売を自宅で実施し自分の収入を

得ることが出来るようになつたという変化が多くの女

性から間かれるようになつた。またスキルを身につけ

収入を得ることで、自分に自信をもつようになつたり、

講師や他の生徒と交流することで社交的になつたりと

いう変化があるという。女性センター卒業生の夫たち

は、妻が洋裁や編み物の技術を学師 、を得るように

なったことで家計が助かると言う。ナイジェリア北部

のハウサ社会では世帯に必要な食料、住居、衣服、教

育など全て男性が与える責任があるが、厳しい経済状

況の中で夫一人の収入では家族を養えない現実があり、

わずかな出費を巡つて夫婦間でケンカが絶えなかつた

が、妻が経済的に貢献出来るようになり、言い争いが

減つたという。また、女性センターで様々な情報を得

たり、字の読み書きを習ったり、他の生徒や講師たち

と交流したりするなかで、妻が社交的になり物事をよ

く知り良い意見を言うようになつたので、妻の話に耳

を傾けるようになつたという。今では家庭内の問題を

一緒に話し合うようになったという意見もあつた。ま

た、女性センターで保健衛生の知識を習ったため、家

の中が清潔になり病気の予防をし、家族が健康になつ

たという。子どもの健康や衛生にも注意を払い、学校

の宿題を見てあげるようにもなり、子どもの教育に関

心が強くなったという意見もあつた。このような妻の

変化を見て、夫は妻にミシンや材料を買つたり、マー

ケットから材料を仕入れてきたり、更に掃囀

子どもの世話など家事も手伝う例も出てきた。コミュ

ニティには家事を手伝う夫は「妻にコントロールされ

ている大」とみなされるが、卒業生の夫達は、家事を

するのも収入を得るのも夫と妻の2人が責任を持つこ

とだと気付いたという。また、コミュニティの伝統的

宗教的リーダーが女性センターの活動を評価するよう

になり、コミュニティの男性に対して妻や娘を女性セ

ンターに送るよう推奨するようにもなリコミュニティ

の人々の意識も変化が見られた。

5.おわりに

ジェンダー課題は非対称の力関係によつて生じてい

る課題であり、一つの λヽで改善することは難しく、

包括的で長期的な取り組みが必要となる。ナイジェリ

アの例から学べることは、女性だけを対象にするので

なく、男性やコミュニティで発言力のある人々に対す

る啓発活動を組み合わせることで、女性の活動を促進

できることである。短期的には既存のジェンダー規範

を受容せざるを得ない場があつても、長期的なジェン

ダー平等を目指しつつ、実施可能な目の前のことを着

実に積み上げることが必要であろう。
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文化/スポーツ/女性の多様性の観点から

一「開発とジェンダー」への問いかけ一

耕 藤  (溜略 趙

キーワー ド:女性、イスラーム、近代スポーツの参入と介入、新しい潮流と競技特性、文化複合

はじめに

「文イ艶 力`国や地域によつて多様であるということ

は自明のことである。自然がもたらす気候・風土に影

響を受けつつ、その条件下で形成された社会における

制度、慣習、生活様式、価値観などは、それぞれに固

有の特徴を有する。さらに個人の意識や行動はより個

別的で複合的であるといえる。

したがって、ある国や地域に、「開発としてのスポー

ツ」あるいは「スポーツによる開発」または「スポー

ツそのものの開発」が関わろうとする時、その国また

は地域のもつ文化の個別的な要素を考慮することは当

然のことと思われる。いうまでもなく、それぞれの文

化に応じた多様なスポーツの受容や伝播の形があるで

あろうし、他方、経済的 。物質的状況を含めた生活の

質やその認識によつて「開発Jの意味や種類が異なっ

てくるであろう。

また、スポーツを、広く「身体運動文イロ と捉えて
「スポーツ教育」や「健康教育」に向き合う場合と、
「近代スポーツ」と限定して競技スポーツの「開発」

に向き合う場合も視点を変える必要があるのではない

だろう力、
「開発」は、時に「支援」になり、時に「協力Jに

なり、あるいは「協同」や「協働Jになりうる。しか

し、時に、一方的な価値の押しつけや伝統的な文化ヘ

の無用な介入になるというマイナス面も想定される。

そこに参入する「スポーツ」や「開発Jの意味は慎重

に問われなければならないであろう。ここでは、「開発」

の意味を広義に捉え、受け入れ側にとっての「導入」

や相互の「参ヌこ の可能性や是非について議論を進め

たレゝ

そこで、無数に存在する「文化J。「女山 。「スポー

ツ」のそれぞれの在り方の中から、多様なるイスラー

ムの多様なるt・1/Lたちのスポーツ事象を事例として取

り上げ、イスラーム文化の中で培われてきた女性の生

き方とそれに州随する身体観に、ヨーロッパ近代の所

産である近代スポーツとジェンダー視点がどのように

交差するのかを読み解きた0、 また、それらがどのよ

うな意味や仕組みをもつて接近できるのか、その可否

も含めて探ることを試みたし、

イスラーム度とヴェール～多様性への視点

周知のとおり、イスラーム世界の文化は国や地域に

よって‐括りにはできない。その時代やその地域の風

土・慣習 。社会制度あるいは個々の「イスラーム度J

(戒律を守る度合)な どによって多様に繰り広げられ

てきた。

一国の全人口に占めるムスリムの害1合が 80%以上

の国や、イスラーム諸国会議機構 (OIC)に加盟して

いる国 (2001、 57ヵ 国)がイスラーム諸国とかイス

ラーム国家と呼ばれている。しかし、そのような国々

の中でも「イスラーム度Jは様々である。ムスリムの

中には、敬虔なムスリムもいれ,よ 近代化を志向する

ムスリム、そして世俗的と形容されるムスリムもいる。

イスラーム社会は、様々な時代、地域、さらには階級 。

階層、世代、ジェンダーなどに属するムスリムたちに

よつて、それぞれの状況に応じた多様な在り方を呈し

ている。

その中にあつて、国家形成の基盤がイスラームにあ

るということを明言した憲法をもつている国が、サウ

ジアラビアとイランである。したがつて、この国々の

女性たちのヴェール着用は、『クルアーン』に利I贋 して

いるというだけでなく、法律上義務づけられている。

一般に、「イスラーム女性=ヴェール」というイメージ

がもたれているが、すべてのムスリム女性がヴェール

着用の法的義務をもつているわけではなし、 それぞれ

の「イスラーム度」によつてヴェール着用の自由があ

ると言える。

2008年の北京オリンピック開会式(は、入場するイ

スラーム諸国の女性選手たちの服装のほとんどは、ヴ

ェールを被ることのない非イスラーム圏の国々同様の

スーツ姿であった しかし、イランの女陛選手だけは、

グリーンのジャケットに白いパンツ姿に力日え白いヴェ

ールを被って行進した。また、エジプトはイスラーム

国家であることを標榜しているが、法律はほとんど西

洋法を導入しているため、ヴェール着用は各人の選択

に任されている。したがつて、近年、女性スポーツの

拡大に力を入れていると言われるとおり、31名の女性

選手が登場したがヴェールを被つていたのは数人であ

つた。ちなみに、サウジアラビアは、国内でも公立学
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校における女子の体育教育が認められていない現状か

らも窺えるように、女性選手の出場はなかつた。

一律に語ることのできない多様なイスラーム女性の

スポーツ事清を垣間見ることができよう。

近代スポーツヘの志向性～国際大会出場のゆくえ

イスラーム女性の近代スポーツヘの足跡を辿れば、

1993年にイランの首都テヘランにおいて「第 1回イ

スラーム女性スポーツ大会Jが開催されたことは画期

韓な出来事であった。この大会は、当時のラフサンジ

ャーニー大統領の次女であるファーフェゼ・ハシェミ

の呼びかけによつて実現されたものである。しかし、

親族以外の男性に肌 (顔 と手)を見せてはならないた

め、選手はもとより観客や競技関係者はすべて女l■に

限られることになったc第 2回大会において、当時の

IOC会長・サマランチとハシェミの会談の様子が示さ

れており、より国際的な大会に拡大したい意向があつ

たことが推測されるが、これ以降の週展はない。

新しい潮流と競技特性といくつかの問題点
「イスラーム度」の高い国々や個人は、これまで、

乗馬・射撃 。アーチェリー・スキー等の身体を覆つて

いても記録の向上や競技力を発揮できる種日において

国際大会に出場してきた。しかし、近年、本来、手足

を露出した服装で行う競技種目への参加を志向する動

向がみられる。前述のオリンピック1鯨大会において

も、カヌーのスラロームに初めてエントリーしたイラ

ンの女性選手がヴェール姿で出場している。また、

20∝ 年のドーハ・アジア競技大会では、バレーボール

や陸上競技に、手足を隠したヴェール姿の女陛選手が

出場していた (ヨルダン、バーレーン、カタール等)。

これらの種目は、ネット型種目や個人種日であり、身

体接触による危険性が少ないという競技特性によつて

ヴェール姿が許可されたのではないだろう力、 また、

各種目の「競技規則」には、開催される各大会独自の

規定に準ずることが付記されているのでこれを適用し

た可能性がある。このような柔軟な対応が進みつつあ

るが、大会運営委員会と各スポーツ組織との認識が一

致することは難しい問題として残されている。さらに、

ヴェール着用が記録の向虫 ′`フォーマンスカの発揮

に十分な状態をとなりうるか、また、芸術スポーツや

水泳及び格闘技に1造とならざるを得ないのではない

かという懸念がある。

近代スポーツ導入への「内発性」を探る

～広義の「開発」とするために

このように見てくると、アスリートとしてのイスラ

―ム女性は、その「イスラーム度」にかかわらず近代

スポーツに対して積極的な姿勢がみられる。ヴェール

着用が国家レベルで義務づけられている国々の選手た

ちも、ヴェールを脱ぎ捨て男性と同様に動きやすい服

装で競技を行い、メディアによつてその様子が映し出

され世界中の公の場に自分の身体を見せることを競技

場でのみなら特認したいと考えているのだろう力、 あ

るいは、近代スポーツのゲーム性や身体活動性が妨げ

られなければヴェールのまま競技に参力国したいと考え

ているのだろう力、上記の2方向がいわば「内発的な

意向Jであるなら,ま 国際大会や競技組織に検討の余

地があると考えられる。また、近代スポーツの導入を

一つの「開発」と解釈するには、近代スポーツは優位

的な与え手ではなく、一文化としての「文化複合」や

「異文化理解」も視野に入れることが必要なのではな

いかと考える。

ヴェー71/の世界の心地好さ

～ジェンダ‐視点の可能性

他方、イスラーム世界は、「男性の世界」と「女性の

世界Jを分けることが当然の文化となつていて、男女

の間に「段羞 というものがないという解釈がある。

どちらかが一段上であるというものでlまなく、それぞ

れが並存しているというものである。また、西洋の女

性が自分を「見せる」ことに重きをおき「見られる自

分」を強いられてきたのに対して、特にイランの女性

たちは「見られる窮屈さ」から十分解放されている、

という見解もある。「身体を隠していることによつて男

性と対等に仕事ができる」「男の世界と女の世界がある

からこそ自由で楽である」と彼女たちが言うように、

ヴェールによつて「見られる自分」から「見る自分」

に変身し、アイデンティティーを保つているとみるこ

ともできる。

ジェンダー学は、あらゆる地域やあらゆる文化のあ

らゆる性を対象として「個の動 という人間の心地

好さに近づく成果を求めていると考える。したがつて、

イスラーム女性のスポーツによる心地好さを探求する

ことはジェンダーの視点からごく自然なことである。

しかし、近代スポーツの特性である「非服飾山 や「身

体の師引当 はヴェールの世界には大きな壁となる。

多様なイスラームにおける多様な社会の中に、近代ス

ポーツとジェンダーという糸が編みこまれることは、

‐様には難しいのではないだろう力ゝ
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開発支援現場におけるスポーツとジェンダーに関する報告および提言

カンボジアの体育支援事業などに関する検討を中心に

山口 拓 lNPOハー ト・オブ・ゴール ド、筑波用

キーワード:スポーツを通じた国際開発、参加型開発、内発的発展、権利基盤型アプローチ

新世紀の国連 10カ年言十画として発表された「ミレニア

ム開発目標( DGs)」 では、これまでの累積課題を達成

すべく、幾つかの重点目標と行動計画を明記する新戦略

が打ち立てられ、新たな開発手法および分野が導入さ

れることとなつた 「スポーツを通じた国際開発(IDS)」 も、

その一つである。国際開発分野では、「多国間支援」、
「二国間支援」、「草の根支援」の 3つの支援形態によっ

て個別課題および横断的課題に対する支援活動が行わ

れているが、IDSも同様である。多国問支援では、これま

で国連および国際オリンピック委員会グループのメンバ

ー組織の連携によって、数多くの試験的事業が行われ

てきた。その結果、2008年に国連の公式な組織として
「国連平和と開発のためのスポーツ事務所(llNOSDP)」

が設立され、より本格的な事業に軽移されている。また、

二国問支援では、多くの国が 1970年代以降に活動を本

格化させ、2000年以降に活動を拡大させており、草の根

支援では 1990年代に入つて、五輪選手等による独自の

NPOや NGO組織が設立されている。現在、熙 ミ発展

を続ける当該分野の事業数および組織数は増加の一途

を辿り、数多くの領域において課題解決に向けた取り組

みが展開されている。なお、UNOSDP内の研究・調査機

関であるSDP猟ヽ は、「健康」、「子ど詢、「ジェンダー」、
「障がい者」、「平和」、「政策」という6分野に大別してレ

ポートを作成しており、独自および複数組織の連携を通

じて、個別および横断的な支援活動が実施されている。

さて、IDSの領域には、スポーツそのものを開発する
「スポーツ開発」と、スポーツを手段として課題解決に取り

組む「スポーツによる開発」、そして、スポーツを触媒とし

て課題解決に取り組む「スポーツを通じた開発」といつた

3つの領域が存在し、それぞれが相互関係にある。また、

主に継続的な支援を求める「事業型」および主にインパ

クトを求める「イベント型」の支援事業を実施するケース

が多い。昨今、注目されているIDSは、以上のような特異

性を持つ新たな開発分野である。

次に、ジェンダー課題に対する IDSに着目すると、そ

の役割は、スポーツを通じて①リプロダクティブヘルスの

理解や②違法ドラッグから身を守る情報共有、③女性の

エンパワーや④自発的行動、⑤リーダーシップ行動の

活発化などに効果を発揮する。また、スポーツ参加によ

って女性の⑥社会参画を促し、⑦性の特異性を確認す

る機会を与え、③ジェンダー規範の再構成にインパクト

を与えるなど幅広い。ケニアでは、沿岸部の地域で 825

歳を対象とした女性の潜在能力を高めるためのプラット

フォームとして、サッカーをジェンダーの平等促進を達

成する「Mぃ色gthe Goф ostSJ事業が実施されているc女

子サッカーチームを組織化して大会を運営する手法を用

いて、政府峰 め多くの組織を巻き込みつつ、リー

ダーシップカ、セルフエスティーム、組織の運営力を高

めるなど、大きな成果を上げている。ただし、その報告書

に明示されているように、事業では課題解決に向けた有

効な方略を検討することが重要であり、神益者の抱える

課題を中心に据えて、そのコミュニティーと共に歩む参

力日型開発の原則を基盤に、スポーツ活動を導入すること

で、内発的発展を目指す仕組みを用意することが不可欠

であることを皓認できる。

さらに、「IDSとジェンダー」の考察を深めると、実際に

は多くの場合が支援分野および IDS領域ならびに事業

形態が複雑に絡み合つていることを確認できる。カンボ

ジアでは、HGと JICAの導 によつて、「カンボジアのだヽ

学校体育科授業の質の向上」を目標に、各層の「体育科

教育普及のための組織体制の整備および人材を育成J

を達成し、「行政官」による「4ヽ学校教員および養成校教

官」に対する支援を通じて、「小学校体育授業の基本的

な普及準備を整備」する活動が行われている。一見する

と、教育体制の確立のみに特化した活動であるかのよう

に伺えるが、実際には「ジェンダー」、「環境」、「保健」、
「行政」、「法制度」などが事業の目標達成に深く関係して

いる。特に、ジェンダー課題においては、体育科教育で

男女の隔たりなく、個々人の能力を互いに理解し、その

個性を活かしてスポーツに親しむ願いが込められており、

その対策が講じられている。しかし、教員は男女を問わ

ず、「男子と女子の力量の違いから、混合させると授業管

理が難しい」などの理由により、なかなか体育を通じたジ

ェンダー理解という指導要領の意思が伝わらず、理解の

獲得には時間が必要とされている。

シンポジウムでは、以上のケーススタディーを用いて、

IDSによるジェンダー課題に対する取り組みに関する報

告および提言をi子いつつ、議論を深めていきたい。
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一般発表① 7月 8日 (日 )9:30～ 9:55

「フクシマ女子駅伝」是非言説にみる女子選手の不在

○井谷恵子 (京都教育大〕

キーワー ド:東日本女子駅伝、原発事故、ジェンダー・ポリティクス、主体性、ポスト311

1.問題の所在

研究対象とする駅伝の正式名称は味叩本女子駅伝」

陳北陸上競技協会、福島テレビ主fDであり、毎年

福島市で開催されてきた中高校生も含む都道県対抗駅

伝である。Fポス ト3HJに開かれた第 27国大会

00H.11.13開催)は、東日本 17都道県代表選抜チー

ム1動日え、岩手・宮城・福島の3県合同の「絆チーム」

が出場した。開催地は福島第1原子力発電所から601on

程の距離で、放射能汚染が懸念される地域である。主

催者側は「沿道の線量測定を続け、現在は最大で毎時

lμ 台で低下傾向にある」(毎 日Ю7)と発表する

が、短時間であつても無防備に未成年者が被爆をする

ことに抗議の声があがつた。有名タレントも含めた抗

議活動が活発になり、海外でも「死の駅伝」と評され、

ネットでは「走るひめゆり部内 と呼ばれるなど、開

催の是非について論争が起こつた。

本研究では、「フクシマ女刊駅伝」是非の論争を超えて、

推進と批判の言説において主体者である女子選手を不

在化しているポリティクスについて検討する。

2 是非論争

大会前の9月 末に「日本被災3県で『絆チーム』福

島で今年も東日本女刊駅伝を開催」(産経9p_8)と報じ

られた頃から、ネット上での批半Jが相次ぐようになつ

た。タレントの山本太郎がテレビ番組で「細胞分裂が

活発な若い女の子たち」に被曝させるような「東日本

女刊駅伝を中止にJと発言し、それに対して主催者が

「駅伝なので走る時間も限られている」「風評被害」「福

島に失礼」などとコメントしたことで論争が拡大した。

全国紙では、地方版で淡々と大会の開催を伝えるのみ

であったが、キャプチャーは「がんばろう福島」曜bを

地に元気を」唯 興への思いを胸に」など、復興支援の

色合が濃いものであつた。

3.「フクシマ女子駅伝」推進言説のポリティクス

この大会に被災地の復興シンボルとしての意味が込

められたことは明白である。主催者は、喉興の象徴と

して盛り上げようとしているのにJ(東北陸協)、
「『チ

ーム絆』と称するこのチームの力走も観る人に新たな

感動を生むもの」幅 島テレ→ と述べ、駅伝というス

ポーツの特徴が、震災後強調される 1建帯」や「絆」

を象徴することへの期待がみられた。

一方、開催を決定したスポーツ組織は従来から男性

優位社会であり、走る当事者である選手と監督・役員

との階級的な権力構造と合わせて、女子選手と意志決

定者である男性の権力関係は明らかである。つまり、

政治経済と結びついて女手駅伝を利用する権力側の男

性と、従属的位置にあり復興への絆を無言のうちに内

面化する女子選手という権力構造が見出せる。

4.「フクシマ女子駅f贅 批判言説のポリティクス

批判言説には、「細胞分裂が活発な若い女の子たちに

襖曝させるJ吠人のエゴで、若い女子の安全をないが

しろにして」など、将来、子を産む性としての女性を

守るべきという家父長的な思想が垣間見える。「走るひ

めゆり部的 という表現は、「無知で可哀そうな女子選

手」への'舜憫を埋め込んでおり、人間主義を貫く「正

しい人迦 によつて救い出される存在としての女性、

つまリジェンダー序列の高みからの救済の言説である。

5_女子選手の主体性はどこに

「フクシマ女刊駅伝」是非の言説は、一見対照的に

見えながら、女性支配の構造は類似している。Halnzeh

ほか 12011)は、ミXによるヒジャブ禁上について、

宗教や文化によって抑王される女性を西洋的な人権主

義によつて救い出すという構図ととらえる。そこには、

西洋の「進んだ文化」の一方的な持ち込みとともに、

イスラム嫌悪のポリティクスが隠されており、生活に

深く根づいたヒジャブを被る女性たち自身の声がない

ことを熱 たヽ。この主張は、ポストコロニアル・フェ

ミニズムにおけるスピヴァクの主張にも通じる。ヒン

ドゥー教徒のサティ (動 め の風習に関して男性

による2つの言説があり、一方は封建的な支配階級男

性による殉死称賛であり、他方は、犠牲となる女性は

自人男性によつて救済される客体となる臨 、η05)。

女子選手達の大会参加の意思決定過程はどのような

ものだつたのか?組織優先の権力関係での従属であつ

たのか、そもそも過酷な練習環境において放射線によ

る健康被害などは問題にならなかつたの力＼健康を賭

してでも自ら栄誉や絆を選んだの力、 この論争では間

題にされなし、是非言説に現れる女子選手は、「復興の

絆Jと 「復興へのスポーツ貢献」という政治的欲望に

取り込まれた声なき存在として、あるいは、人道的な

反対者による救済の対象として語られるのみである。
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一般発表② 7月 8日 (日 )9:55～ 10:20

競技者の視点からみた女子総合格闘技ルールの課題

「危険」を理由に禁止される行為と競技者の意識

○松宮智生 (国士舘大学大学院)

キーワー ド:総合格闘技、女子用ルール、危険の克服、危険の防止

1_研究の背景・目的

総合格闘技の女子用ノレールには、「危向 であること

を理由として男子にはない禁上規定が一部に設けられ

ている。描稿 ("10)においては、ルール制定 (関与)

者へのインタビュー調査を通じて制定理由を調査し、

その背後にあるジェンダーバイアスの存在を確認した

主な制定理由は、(1)競技者の技術レヽレを考慮した

こと、②負傷によつて生じるダメージの深力さに配慮

したことである。②については、①腹部への傷害、②

顔面の醜状がもたらす不利益に配慮していた しかし、

男性にはさほど大きな不利益とはみなされない顔面の

醜状について、女性にはより不利益が大きいと考える

ことにはある種のバイアスが存在することは否定でき

ない。ただ、そのような顔の傷がもたらす不利益につ

いては、当時の法令上でも男女で異なる取扱規定が設

けられており、そのような社会的背景・認識がルール

上にも現れていたものと考えられる。

しかし2011年、上記の法令は改正され、また、総合

格闘技においても女子用ルールは改正されてきている。

そこで、本研究では、上記の動向と前稿における制

定者への調査を踏まえ、競技者に対してインタビュー

調査を行った。男女で異なるルールに対する見解を聴

取し、競技者の視点から、女子総合欄 捧 L/―ルの課

題を見出すことを目的とする。

2.先行文献

佐々木 0010)は、女性が殴ることや闘うことにつ

いて、女子格闘家の意見を聴取した。被聴取者である

女子総合格闘家7名のうち、「殴るJこ と (パンチ)に

対して、競技上の正当かつ中心的な技術であるにもか

かわらず、強い抵抗感を示す者が2名存在した。

3.研究方法

本研究では、女子プロ総合格闘家6名から意見を聴

取した 120代 1名、30代 4名、40代 1名 )。 6名の内

には、佐々木 0010)において殴ることに強い抵抗感

を示した者 1名が含まれている (なお、ルール制定者

1名 (男
′
l■lに対し、補足調査を行った)。 主な聴取内

容は、①個々の制限規定に対する賛否およびその理由、

②男女でノレールが異なることについての意見である。

4.結果ならびに考察

(D個々の行為の禁止・市1限に対する見解

①パンチについては、ほとんどの競技者が総合格闘

技に必須の技術として認識している。佐々木 0010)

において抵抗感を示していた者も卓越性を追求する過

程で技術的 。精神的課題を克服してきたことがうかが

われた。

②ヒジ打ちについては、3種の見解がみられた。cal

積極的肯定 :国際的に最も高いレベルの競技者が集ま

る団体がヒジ打ちを禁上していないことから、主に高

い競技レベルを目指す視点からは、ヒジ打ちを積極的

に肯定する見解がみられたЭ lb9暫定的否定 :現状で

は、競技者が危険を克月段できない可能性が高いこと、

並びに負傷を負つた場合の補償の欠如という制度的理

由からの否定的見解がみられた  ③積極的否定 :負

傷の深刻さと生活上の支障を憂慮する競技者からは、

強い否定的意見が出された

③腹部への踏みつけについては、否定的見解は 1件

のみだつたが、その意見では、負傷した場合の深刻性

を危瞑する、非常に強い抵抗感が示された

の 男女でルールが異なることへの見解

技量が十分ではない競技者が試合に出場している現

状に鑑みて、消極的な肯定意見が多かつた。

否定的見解としては、男子よりも低レベルに扱われ

ていることに対する不満が述べられた。また、技術レ

ベルを上げるための制限撤廃の必要性が説カソした。

5 まとめ

拙稿 0010)におけるルール制定者への調査と同様

に、競技者にも負傷のダメージの深刻性を憂慮する見

解がみられた。しかし、現在の行為制限の多くは、主

に危険を克服できない競技者に対応したものである。

今後のルールの制定 。改正にあたつては、当該行為に

よって生じ得る危険が卓越性を追求する過程で技術

的・精神的に克服できるものであるのか、また克服す

るに相応しい課題であるのかが考えられなければなら

なしゝ その上で、技量に適した場の提供が求められる。

参考文献 拙稿 ("10)総合格闘技の女観 ルールに関する

―考察:「危険」を理由に禁上される行為の違いに着目して

スポーツとジェンダ‐研究8:3547.

佐 木々亜希 0010)殴る女たち.草思社
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一般発表③ 7月 8日 (日 )10:20～ 10145

Colonize This!

女性のアスリート・コーチ`理事・レフリーの経験から

○荒木香織 ○小谷郁 (兵庫県立大→

キーワード:ト ップスポーッ、ヒエラルキー、ハラスメント、質的研究、スポーツ心理学

文部科学省は平成2年 8月 に「スポーツ立国戦略」

を策定した。「5つの重点戦略の目標と主な施策」の

隆.世界で競い合うトップアスリー トの育成 。強化」

に「2)女性アスリー トが活躍しやすい環境の整備J、

また「4.スポーツ界における透明性や公平。公正性の

向上」に「女性の団体職員等への積極的な登用」があ

げられている。これは女性に対する具体的なスポーツ

権を示唆するものであり、前向きな取り組みであると

考える。

ただ、課題点もあげられる。1点日はスポーツ立国

戦略策定にむけたヒアリングに女性の対象者がごく少

数しかみられないこと、2点目は女性のアスリー トヘ

の環境整備が出産・育児に特化した項目であること、

最後に女性職員数が増カロすることで公平性・公正性を

向上できるかのように捉えられることである。

シドニー・アテネ・北京オリンピックにおける女子

金メダル総獲得数は男子を5つ上回る。今後も女陛の

競技力向上へのサポー トを充実させるため、 トップス

ポーツに生きる女性の経験を可視化する科学的研究は

不可欠である。よつて、本研究の目的は、現役のアス

リー ト、コーチ、理事、及びレフリーの競技 。指導経

験についてスポーツ心理学の側面から、現象学的アプ

ローチを用い調査することにより、1)女性のアスリー

ト・コーチがスポーツにおいて何を経験し、それをど

のように捉えながら競技生活を送つているかを知るこ

と、2)スポーツ界における真の公正性を問うために女

性の「声」を取り上げることであつた

は

豹 嗜

現役のアスリー ト3名、コーチ3名、理事2名、そ

してレフリー1名の合計 9名にインタビューヘの協力

を得た 参加者9名の平均年齢は41.78歳 126-58歳,

SD=1132)であつた。また、参加者9名がアスリー

ト及びコーチとして獲得した総メダル数は、オリンピ

ック競技大会、世界選手権、及びアジア競技大会にお

いて合計 120個であった。

制 頃

所属大学倫理委員会に申請し、本研究実施の許可を

得た。研究者が参加者に直接または、友人を介し調査

依頼を申し出た。研究者が参カロ者により指定された場

所を訪F.5することにより、調査を行つた。競技経験を

13年間有し、スポーツ心理学を専門とする女性研究者

がインタビューガイドに基づき、半構造化インタビュ

ーを実施した。研究参加への同意は、同意書への署名

及び、調査参加によつて得た。インタビューはICレコ

ーダー lPanasOnic/m_LTs570-S)2つ を用い録音した。

参加者 9名のインタビュー平均時間は%.11分 164-

181分)であつた。インタビュー実施後に作成した逐

語録を、倫理的理由により種目名、団体名、個人名、

チーム名、及び特定のスポーツ表現を記号やアルファ

ベットを用いることにより修正した。参加者に修正済

み逐語録を送付し、インタビュー内容について相違の

有無を確認した上、研究の資料とする承認を得た。

効 雄

研究者及びスポーツ心理学を専攻する学生2名の計

3名で分析を行つた。Crestt1 0∞7)による質的研究

法を参考に、参加者の経験をテーマとして表現した。

結果及び考察

日本の トップスポーツにおいて、女性であるからこ

そ経験する内容については、大きなテーマである「男

性中心」をもつて説明することができる。またその下

には「差別」をテーマとして挙げた。そして、暁訓り」

をさらに詳しく説明するため、「女性への評価」、「期待

される1蜘 、「派閥による制陶 、「私生活の融 、「男

性によるサポート」、及び「ハラスメントの経験」を挙

げた。

トップスポーツに携わる女性たちの声によつて示さ

れた提案は、女性の組織全の積極的な参加及び参画、

ワークライフ。バランスを達成するための選択肢の多

様化、女性のアスリー ト、コーチ、理事、及びレフリ

ーの経済的生活の安定、セクシュアノレ ラ`スメントヘ

の対策と教育、及び男性の理解とサポー トであつた。

参考文献

CreslveL J.恥こ12∞つ。(p画五通Ve ηuiγ and lcsearcll

desu・ 01α iゝ鴨 2腱
"g aVe TpЮ

aぬ∝.o  d).

Tllousalld Oaks,CA:Sttp hlblicatiorls,Inc.

この研究は御 !|ス ポーツ研究助成を受けて実施 したも

のです。
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一般発表④ 7月 8日 (日 )10:45～ 11:10

生徒の意識の変容を促す「性」の学習

○宮本乙女 (お茶の水女子大学附属中翔

キーワー ド:性,デートDV,意識の変容,討論

本校では、中学 1年生で学習した「′心身の機能の発

達と心の健康」の発展編として、3年生でも「性」に

関する授業を行っている。中学生高校生のデー ト率・

キス率・性交経験率などの状況や、性被害やデー トD
Vなど現状を見ると、中学生の内に今後被害にあわな

いようにまた、力日害者にならないようにしつかりと学

ぶ機会をもつ必要がある。保健の学習では、知識理解

を深めることだけでなく生徒が自分の思考を深めたり、

判断をする場面を多く作る必要があると考える。その

ため、生徒が興味を持てるような問いを工夫し、仲間

と討論して判断していく場面を多く取り入れるように

している。本研究は6時間の学習の中で生徒がどのよ

うに意識を変容させているのかを分析し、それによっ

て生徒の学びの様子を捉え、より現実に結びつく町生」

の授業作りへのヒントを探ろうとするものである。

【目的】討論を中心とした「↑釦 の学習を構想し、学

習者の「1蜘 とそれを取り巻く社会環境についての意

識の変容の様子を提え、今後の保健授業作りに生かす。

【方法】(1)対象 :中学3年生男女共修6時間の単元

②方法 :嘔シ人組による討論を組み込み、「性 自分ら

しく」の学習単元を作成する。②生徒の記述により考

え方の変容を提える。分析した記述は、「1時間ロミニ

レポー ト『中学生同士だって愛し合つていれば鉦Ⅸ し

てもいいと思う』」財 時間日後 中間テスト記述問題

同上ミニレポー トテーマについて今のあなたの考え」
「6時間目まとめレポー ト『学んだ事で一番印象的な

内容』「まとめレポー ト『これから一人の人間として

性の問題と向き合っていく姿勢』J

【授業の構想】1時間目から3時間目は、 1年生の内

容復習後「中学生でも愛し合つていればSEXしてよい

力」という発問からスター トする。意見をかわす中で、

新たな疑問や課題が浮かび上がるように進行する。討

論の中心となる 睡 」、「人工妊娠中絶 について知

識と理解を深める時間が入り、避妊が簡単なことでは

ないことにも気づいていく。また中学生高校生の性欲

や、性についての意識調査をもとに自分たちの置かれ

ている年代の意識や行動の特徴を知る。避妊などの知

識がない、あるしヽまその必要を考えていない高校生の

実態を知る。続いて4時間目は、社会の中で「性」が

どう扱われているの力1こついて考える。「性の商品イロ

に関わつてその許容度を話し合い、いろいろな考え方

があることに気づき、また問題点を把握する。ここま

で学習したところで「中学生でも愛し合っていれば

駆Ⅸ してよい力、 と課題について,も う一度今の自分

の考えをまとめる時間をとる。5、 6時間目でデー トD
Vについて取り上げる。「もし恋人がいたら」という自

分たちの意識調査の結果を見ながら、具体の事例に触

れて、人と自分を大事にするということをどのように

実現していくのかを考える。単元の最後には、よりよ

く「性」と向き合っていくために、今の段階で自分が

考えたことをまとめる。

I結果と考察】全体の印象として4人組の討論は盛り

上がりを見せて進行していた。また、班によつて意見

の出にくい場面もあつたが、クラス全体にそれぞれの

班から出される意見を聞きながら異なる発想や考えに

気づいていくことができた。ひとつの学級31人 (男子

11人女子20人)について自由記述を検討した。

「中学生同士だった愛し合っていれば 鉦Ⅸ しても

いいと′思う」について 1時間日と、4時間目の授業後

の記述内容を分類すると、賛成と反対の割合はほとん

ど変わらないが意見を変えたかどうかを一人ひとり見

ていくと、10人が意見を変えている。
「今後性の問題とどう向き合う力Ч については、約

3人に1人が、「性」の問題について自分でよく考える

こと、性に関して正しい知識や廓 を得ること、相手

とお互いに尊重し合つていくと記述している。他にも

話し合って相手に伝えることの重要ll_について記述す

る者も7名 と多υ、「性」に関して自分で考えていくこ

とや、そのために情報や知識を得ようという姿勢、ま

た相手を尊重しよく話し合っていこうという姿勢を多

くの者が意識できたことは学習の成果であると言える。

また特徴ある数人を抽出してその変容を検討したとこ

ろ、意見が変わつた場合も変わらない場合もその内容

に深まりがみられた。避妊や、DVなどの新しい知識

を得たことによる深まりもあるとともに、クラスの仲

間や他の学校の生徒の調査結果などから、たくさんの

自分と違う意見を知って考えると言うことをくり返し

た影響を読み取れる。今後は、|卜齢す ること」が意識

の変容にどう貢献しているかを検証するような授業研

究を試み、よりよい授業作りを行つていきたい。
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一般発表⑤ 7月 8日 (日 )11:10～ 11:35

「ホモソーシャリティ」概念の実証的検討

「体育会系」アメフト部におけるエスノグラフィ研究より

○関めぐみ (大阪府立大学大親

キーワード:ホモソーシャリティ、男性集団、エスノグラフイ、セクシュアリティ、女子マネージャー

<はじめに>
本研究は、「ホモソーシャリティ」概念が集団におけ

る男同士の関係構造に応用可能なのかを、「体育会系」

と呼ばれる大学運動部集団を対象として検討 したもの

である。「体育会系」集団を対象として選んだ理由は、

先行研究でホモソーシャリティが見られやすい場であ

るとされているからである。

現在、ァ般的に使用されている「ホモソーシャリテ

ィ」概念 とは、イヴ・K。 セジウィックがあ 肺eenl%あ

(1985邦題『男同士の絆』)で提唱した、家父長制社

会における男性間に 的絆を意蒙する。「ミソジニー

(女性蔑視)」 と「ホモフォビア (同性愛嫌悪)」 を特

徴としたこの概念は、「あくまでもイギリス社会の構造

に焦点を絞つており、そのため、私の論が非ヨーロッ

パの文化や民族とどう関わるのか、全く明ら力」こなっ

ていない」(Sed響 去1985:29)と いうことが明記さ

れているにもかかわらず、広く日本における文脈にも

使用されている。「社会」という広い枠組みを提えるう

えでは有効かもしれないが、理論が文学研究から発展

してきていることもふまえ、実際の社会集団に適用し、

検討していく必要があると考える。

先行研究においても、実際の社会集団に適用した研

究はまだまだ数が少なく、さらに「ミソジニー」や「ホ

モフォビア」については、磯視」乃廉悪」昨除 」等が

同一視されており、具体的に述べているものはほとん

どない。このことからも、概念の実証的な有効性を明

らかにしていきたい。

<雄 >
データは、X大学アメリカンフットボール部 (通称

「Tu即硼開」)にて、20H年 3月 から12月 までの約 9

か月間にわたって行つたフィール ドワークをもとにし

ている。参与観察 (週 1日程度)に加え、部員へのイ

ンタビュー、指導者のライフヒス トリー分析、部の記

念誌や IIIPの内容分析等、「マルチメソッド (多元的方

淘 」を用いて、多角的に集団を捉えるよう努めた

<結果>
「練習の場」と「それ以外 (食事、団簗等)の場」

における部員同士の関係性が観察可能な夏合宿に注目

した結果、男女の鵬 |“弾到は存在したが、観察者が観

察可能な限りにおいてミソジニーとホモフォビアは認

められなかった。「練習の場」は男女の差がなく仲間と

して楽しい雰囲気で行われ、「それ以外の場」1甥同士

でボディータッチが行われ、部内恋愛が公認されてい

た。一方で、過去にはミソジエーとホモフォビアが存

在していたことも明ら力ヽ こなつた。「練習の場」は男女

の差があり、男同士もライバルとして緊張した雰囲気

で行われ、「それ以外の場」は男同士の質沿 いが嫌悪

され、部内恋愛が忌避されていたという。

この現在と過去の差を「セクシュアリティ」の扱わ

れ方で分析し、前者を「統制的ホモソーシャリティJ、

後者を「抑王的ホモソーシャリティ」と名付けた。

<考察>
過去の「抑圧的」から現在の「統制的」なホモソー

シャリティに至るプロセスを確認すると、まず女子マ

ネージャーの変化として、人数の増加、意思決定の場
への参画、労働の価値向上が起こつていたこと、次に

選手の変化として、「弱さ」の表出、暁林J」 に対する

意味づけの移行 (敗北に対する恐賄から「共同1豊 確

認のための目標へ)が起こっていたことがわかった。

このことから、「女陛の地位向上 と「男性のジェン

ダー規範からの解放」という2つのキーワードが、ホ

モソーシャリティを形成している集団に変化を与える

きつ力ヽ すになるのではないかという仮説が見出された

しかし同時に、「体育会系」集団には「スポーツとそ

の競技1豊 という性質から性別二元論の限界が存在す

ること、また、この集団を全体社会における一社会集

団として見た場合に、日本社会のジェンダー構造から

影響を受けていることも明ら力ヽ こした

以上のように、観察者が観察した限りにおいては、

新たなホモソーシャリティと、その可能l■ と限界が確

認された。しかし、女性である観察者が入れなかった

私的な場においては課題が残つており、今後さらに考

察していく必要がある。

<疹諄争]知獣>
・Eve Kosott S“ ぎ よ (1985)Ь癒 瓢 ノ切物 f五控奮み

Zル銘雄 ″ガ Mac〃 鍬 ωoαα′D"″ celldel・ and

Cul血℃)=上原早苗他訳 0001)『男同士の絆‐イギリ

ス文学とホモソーシャル網 名古屋大学出版会
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一般発表⑥ 7月 8日 (日 )11:35～ 12:00

|一般発表⑥ ιlのるのシステムを理解し実践する科学教育としての身心一体科学

○跡見順子、

Equa町 の稽 の拠 構築に向けて

清水美穂、藤田恵理 (東京大学 セルツーボディダイナミクスラボ)

ス トレスタンパク質、重力健康科学、ホメオスタシス

1_ι り ちの実体としての身体と現代社会 3.11震災

後の科学者への信頼の低下、依然として高い自殺率、

世界一の長寿を誇る高齢女性の内実は要介護 70%で

あるという実態がある。現代日本の科学・技術分野にお

いてこれらの問題をどう位置づけるの力、本発表では、
「いのちある人間を起点とする視座」 (男女共同参画

学協会連絡会要望書、2012.3.22)を 構築するための

Equa町 の科学の基盤を提起してみたい。生命科学や

脳科学が急進展しているにもかかわらず、「生命とは何

か」、「人間とは何力」といつた古代ギリシャ以来の「汝

をしれ」という根源的機 は失われたままである。

ヒトを対象とする人類学や、疾病や傷害を治療する医

学はあるものの、身心が連動して自発的に自己を生み

出してゆく人間を真正面から科学する分野はなし、 生

命科学は、決定論と生命工学になってしまつた。「 (人

間の)生命 (ク のヽう の科学 (ク のヽろある人間を起点

とした生命科学)」 を提起することで、体力測定値やパ

フォーマンスで評価されることの多い身体運動科学や

スポーツ実践を、人間の「身体Jや「生命Jの基盤に

立ち返って、「いの現 の本質をひきだす方向性で再構

築する必要があるだろう。一人ひとりの人間が受け止

め、日々 生きる生活の中で活かす考え方と方策を提起

できるのではないだろうれ

2.自然科学の 4つの軸と人間の位置づけ 総合的

な見方でサステイナビリティ学をうちたてた小官山宏

前東京大学総長監修の『知識・構造化ミッション』に

は、自然科学のヒト、モノ、地球、宇宙という四つの

軸を統合する必要性が示されている。ここでは「人間」

は扱わなし、 しかし、3.11は、四つの自然科学の軸を

再統合する、あるいは物質の相互作用と生成を通じて

人間を理解する道の科学を新たに生み出す必要がある

ことを示した。要素還元論ではなく、形ある身体を捨

象せず研究する脳科学や生命科学 係剛包―身体ダイナ

ミック連携の視点)から、宇宙生物科学や重力健康科学

を中心に、身体運動科学や工学・情報理工学も加え、

「ヒト」ではなく、科学を生み出した「人間」の総合

的な研究基盤として、日本が生んだ「場」による理解を

試みている。ゲノムが読み出される場 。「細胞」、細胞

が生きる場 。「動く身体」、その身体が生きる場 。「lG

の地痢、細胞の日々 の営み (livingが支えられてい

る「いのちある人間のシステム (wct_b歯じ」の科学
に向けて再統合すればよいのではないれ
3.生きる (動く・走る・踊る)「わたし」を支え

る『ιlのちのシステム」一形や動きを生み出し続ける

タンパク質を生かす意思 現在、科学者でなくとも遺

伝子を知っている。しかし、人々が知つているのは親

から譲り受けた遺伝子を受け入れ請めるだけの決定論

で、自らの意志で活動依存的に遺伝子を読み出しタン

パク質をつくるセントラル ドグマではなυゝ 重力解除

モデルによる抗重力筋の萎縮で特異的に減少したタン

パク質は、刺激に応じて形を変える「細胞の物 をつく

るタン/ちパク質 (細胞骨格)のお世話をするタンパク質

(ス トレスタンパク質、分子シャペロン)であった。

つまり重力場で適切適度に動くことは、これらのサポ

ー トタンパク質を合成し、私達の意志による行動も支

えてくれる。科学の知識を、「生きる」ことにつなげ、

納得して行動することで、防災や生活習慣病予防の実

効を上げることができるはずである。自然と人間の関

係を「クヽのろある人FFl」 が活きる関係に組み替える必

要がある。釜石で29261名 の小中学生の命を救ったの

は、「逃げる」(=走る)という生存原理を、暖諦り あ`

るから大丈夫だという思い込み」から解き放ち活かし

たからである。

4.万物流転と動的平衡～運命論から生成論へ 古

くから日本にあつた万物流転の思想が運命論と結びが

ちであったのは、豊かであるが厳しい自然環境故だっ

たのかもしれなしゝ 万物流転は、正に生命の生成原理

でもある。ギリシア時代の生成論を、前述した自然科

学の四つの軸から考え直す。60兆の細胞が活性化する

ホメオスタシス能力を高める方法はあるはずである。

高齢者においても同じ原理が適用できる。倉1発したい

のらのシステムで生きる人間は自分を知るように創

られてはいなしゝ 言語化しにくい身体情報をより多く

受け取る女陛が担ういのらの声をあきら力ヽ こする研究、

言語化する科学と技術、身体を動かす生活者の立場か

らの発見を生かす技術は、新しい科学と科学者、科学

と技術、科学と教育、男性と女性との関係を生み出し、

社会におけるあらゆるEqualityを 達成するだろう。
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特別講演 7月 8日 (日 )13:30～ 15:00

特別講演 災害復興と健康 ロジェンダー

災害復興における生命・身体的安全・健康の保護の権利の観点から

コーディネーター 建石真公子 (法政大∋

キーワー ド:災害時における人権保護、健康権、ジェンダー

特別講演講師の鈴木るり子教授倍手看護短期大学)

は、『大槌町 保健師による全戸家庭訪間と被災地復興

=東日本大震災後の健康調査から見えてきたこと刊

の著者のお一人である。同書は、3。 11震災で住民の 1

害1以上が犠牲になつた岩手県大槌町で、震災から1カ

月半後に全国からlC10名以上の保健師が手弁当で現地

入りし、全戸訪間による住民の健康調査を行つたこと

から見えてきた復興への課題についてまとめたもので

ある。

3.H以降、災害時における人々の保護に関する問題

が、生命、身体的安全や健康の保護のような喫緊の課

題から復興に向けての雇用促進まで、幅広く提起され

てきている。しかし、原発事故に起因する健康に関す

る問題を除いても、災害の被災者に対する、政府によ

る一貫した保護政策、すなわち第 1に、生命、安全お

よび身体の健全性、第2に、食糧、保健医療、住居等、

第3に、土地、財産、生計手段、第4に避難者の持続

的な生計の維持、家族関係の再構築、に関する明確な

基準は不在のままである。人々は自力で、あるいは近

隣、知己やボランティアによる援助によつて、生命や

健康、生活を維持してきたと言える。何よりも重要な

生命や健康の維持を求めうるような権利が、国民には

ないのだろう力、

実は、平時においても、日本の法制度の中で、「健康

権」という概念は、法的な保障を請求しうるbllと して

は確立していない。健康権は、1970年代の公害に対す

る権禾I保護の観点から主張され始めたが、たとえば食

品における残留農薬基準が争われた事件で、裁判所は、
「健康権なるものは、・・ 。その内容が抽象的であり、

一定の具体的な意味内容を確定することが困難であつ

て、これを独立した具体的な権利ということができる

力ヾま疑間である」
1と し、原告の訴えを退けている。

それでは、厚生労働省の行う健康や保健に関する施

策は、法的な権利の裏付けを欠いたものなのだろう力、

一般的に、健康や医療および保健に関する法律の制

定や省庁の施策は、憲法25条の生存権規定を根拠とし

ている。同条は、1項で「すべて国民は、健康で文化

的で最低限度の生活を営む権利を有するJと し、2項

で、その権利を保障するための施策を国の責務と定め

た。ここでは、明確に「

`義

耗」な生活を権利としている

が、主として社会保障制度の実現の方面の根拠条文と

なつており、1人 1人の健康を権利として保障するも

のと!ま解釈されていなし、すなわち、平時においても、

健康は、健康保険制度の確立以外の内容を持つもので

はなく、個人が安全な食品基準を請求しうるものでも、

また女性が「生殖に関する健康」についての法的保護

を求めうる権利でもなレゝ

平時においても保障されていない権利を、まして災

害時のように緊急体制にある場合に、実際の災害救助

政策の中で実現されることは難しいと考えざるを得な

い。保護活動において、ニーズに合つた内容や優先順

位、そのような決定におけるジェンダーの視点による

配慮、特にジェンダーに基づく暴力からの保護、また

母子および子どもの保護の視点から大規模の避難所を

避ける、のような政策は、当事者や直近の人々によつ

て主張されない限り、日本の緊急援助、災害援助のプ

ログラムではまだ明確に配慮されていなレヽ 自然災害

時における人々の保護に人権に基づいたアプローチが

必要であることは、憲法25条からも明らかであり、ど

のような内容をその保護に盛り込む力ヽま、今後の国民

の主張にかかっている。

自然災害の被災者は、法の空白地帯に生きているわ

けではない。国は、様々な法規範に基づいて被災者を

救済し支援する責任を負つている。人道的支援が人権

保護という原貝りに基づくものでないとしたら、その支

援は被災者のニーズを無視し、その後の復興において

も弊害を残すだろう。女性と子どもに酉聴 した支援は

ジェンダーに基づく暴力を防止するのに役立ち、母子

世帯、高齢者その他の脆弱性を持つ人々が具体的に支

援を利用できる力ヽま、復興後の社会形成に影響が大き

い。講演における医療者の活動から学びつつ、身体的

健康や社会関係の構築に成果のあるスポーツ・健康科

学の専門家が、人権、被災者のニーベ 脆弱性を持つ

人々の保護、ジェンダーヘの配慮という視点に立ちど

のような活動が可能かを考えたしゝ
1東京地方裁判所、平 9.4..23民二部判決、判例時報

1651号、 39頁。
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特男1講演 7月 8日 (日 )13:30～ 15:00

災害復興と健康 ロジェンダー

東日本大震災後の保健師による全戸家庭訪間健康調査から見えてきたこと

鈴木るり子 (岩手看護短期大学 専攻科 地域看

…

キーワー ド:災害、健康被害、復興支援

2011年 3月 11目津波が来ました。大事な人も財

産も‐飲みにして立ち去りました。その後の人々に
「あとは任せたよと言いながら」残された私たちは、

ただ茫然と心を亡くしたようにその後を過ごしま

した。2日後に、我が家を見に行きました。寸断さ

れた道:瓦礫と化し洛観 私たちの暮らしはどこに

消えたのか。・。会う人あう人に涙でぐちゃぐちゃ

になつた日で会話するしかありませんでした。「良

かった」「生きていてよかった」「ウンウン・・」声

にならないうなずきだ|すの会話でした。「できるこ

とをしよう」「 、Ю鍵撤 、代弁者になろう」「大事

な人に別れを告げることも許されず命を失つた

人々の 。̈」誰にでも起こる災害死だとしても1,400

人の命はあまりにも尊く重いものでした

28年間保健師として勤務していた、岩手県大槌

町は甚大な被害を受けました。「待つていたよ」「や

つぱり来てくれた」「来ると信じていたJとの住民

の声に励まされ、全国の保健師に大槌町の全戸家庭

訪間を呼びかけました。大槌町までの交通は遮断さ

れ、タクシーの使用が必要でした。朝夕は氷点下に

なる寒い時期でした。全国から 137人 (延べ 555

メ0の醐 面が難 し、4月 23日 から5月 8日 ま

での 16日 間、農家のイ愕散j渥で寝袋に寝て、自炊

をしながら全戸訪間は開始されました。黄色しヽベス

トを着た保健師たちは、見るみるうちに住宅地図を

黄色のペンで塗りつぶしてくれました。津波で全壊

した家屋を除く3,728件の家庭訪間、5,082件の健

康相談をしました 全住民の安否確認は被災前の住

民基本台帳人口の86.8%を把握しました 今回の調

査で際だった健康課題は高血圧でした。全国平均よ

り高血圧症有病率が高く、とりわけ女性や若い世代、

働き盛りの世代に顕著でした。また、「不眠」の訴

えが多く、自覚症状では精神面の症状についての訴

えが高率でした 要フォロー者の支援必要理由で最

も高かつたのは「心のケアJで 37%で した。住民

の安否確認結果を人ロピラミットにし、健康課題を

まとめ町の復興計画の参考にしていただくために5

月7日 に町への提言書第一報を提出しました 9月

6日 には第二報の提出、10月 には住民の方々への説

明会を開催し、住民とともに健康課題解決の行動計

画を立てました。さらに、12月 には被災者健康診

査 惇 労省研究班)を実施し、2,079人の健康状態

を評価し、健康づくりをしていくことにしました。

全戸家庭訪問活動の中で見えてきたのは、震災

によるダメージと、それ以前からあつた健康課題、

予防活動の大切さ、そして、大槌町を愛し、そこ

で生きていこうとする人々の存在でした。

今後の大規模災害における被災地支援は、全戸家

庭訪間における住民の安否確認から、健康状態の分

析、政策提言と今回の大槌町のローラー作戦を基に

企画実行されるべきと考えていますЭ大規模災害時

の限られた人員での効果的成果を考えると、支援チ

ームはDP101TO量第ter Ptlblic Hett N選慟ag

Tealn)災害派遣保健師チームの派遣が有効と考え

ていますЭ DLfATは 2005年 4月厚労省において

発足しました DPI―INTについても、国の機関の関

与は必要であり、ノA↓権鏡論1によるノ入″剛翡せ教育

訪1練が必要と考えていますЭ現在の日本列島は、常

に大規模災害を念頭に災害派遣体制整備が必要と

考えますЭ

現在保健師は、発災現場においてどのチームから

も地域における重要な役割は、保健師が担っている

と認識されていますが、発災直後の防災本部のメン

バーには入つていませれ 発災現場への保健師派遣

活動は、住民の日常生活の復旧と被災したコミュニ

ティーの再生に伴う活動で九 このことから、保健

師の災害支援は、被災地の各種の計画書の作成も含

む、長期間の支援が必要とされます。

また、全戸訪間に必要な機器として、ITの開発

は必須です。今回の健康調査は、住民基本台帳に記

載されている全住民のデータを紙の調査票に貼り

付けて、住宅地図と照らしての全戸訪間を実施した

ため、調査準備、調査実施、調査後の活動と膨大な

時間を消費することになりました

保健師活動は、そもそも未知の脅威に立ち向かう

業務を担当しています。大規模災害時に対応できる

DPHNTを訪1練・派遣できれば、被災地の復旧・復

興に多大な貢献ができると確信していますЭ
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登壇者プロフィール

原 ひろ子 (はら・ひろこ)

城西国際大学国際人文学部国際文化学科 (大学院 人文科学研究科)客員教授、お茶の水女子大学名誉教授

専門分野 :文化人類学、ジェンダー研究/女性学

主な著書・研究業績 :

『ジェンダー白書6-女性と麹崇』(北九り11市立男女共同参画センター “ムープ'編)明石書店 (2008)

『開発と健康一ジェンダーの視点から』(共編著 :青山温子、原ひろ子、喜多院子)有斐閣 (2001)

『側兼とジェンダー』(丸編著 :原ひろ子、根村直美)明石書店 (2000

『生活と地球社会』(共編著 :清野きみ、原ひろ子)放送大学教育振興会 (1999)

『アジア・太平洋地域の1女性政策と女側   (共編 :原ひろ子、前田瑞枝、大沢真理)新曜社 (1996)

『ヘヤー・インディアンとその世界』平凡社 (1989)

社会的活動 :」AECOWS(女性科学研究者の環境改善に関する懇談会)代表、女l■ と健康ネットワーク副代表・事務局長、男

女共同参画と災害・復興ネットワーク事務局長

<司会> 福富 護(ふくとみ 。まもる)

東京学芸大学名誉教授

専門分野 :ジェンダー心理学、青年 (思春期)心理学

主な著書・研究業績 :

『ジェンダー心理学』〔編著〕朝倉書店 (2∞6)

『女性とジェンダーの心理学ハンドブック』鑑詢民〕ゴヒ大路書房 (2004)

『ジェンダーのレンズ』幡胴R〕 力1島書苫 (1999)

社会的活動 :新宿区次世代育成協議会副会長

甲斐田 きよみ (かいだ "きよみ)

名古屋大学大学院国際開発研究科博士後期課程、愛知淑徳大学グローバルカルチャーコミュニケーション研究科非常勤講

師

略歴 :東京女子大学現代文化学部コミュニケーション学科修了 (コ ミュニケーション学士)、 英国イース トアングリア大学

開発学部大引院ジェンダー分析学科修了 (ジェンダー分析と開発修士)。 東京都庁、青年海外協力隊 (ニジェール)、 国連

ボランティア (レソト)、 銀 )国際協力機構 lJl∞ 企画・調整部ジェンダー平等推進グループ、JEQヽ 派遣長期専門家

(テイジェリア国立女性開発センター所属、ジェンダー課題アドバイザー及び・」ICヽ 技術協カプロジェクト専門家)を経

て名古屋大学大学院国際開発研究科博士後期課程在学中。愛知淑徳大学グローバルカルチャーコミュニケーション研究科

で非常勤講師として「ジェンダーと開発Jを担当。

主な著書・研究業績 :

「モヘヤ製品化プロジェクトヘの挑戦」地球市民のための情報誌Jwes4号 (2002)

国際開発学会第 21回全国大会口頭発表「ナイジェリア北部における女l■の収入向上スキル習得とジェンダー役害1」 (2010)

日本アフリカ学会第48回全国大会口頭発表 「ナイジェリア北部における女性の生計戦略」

国際開発学科第22回全国大会口頭発表 「ジェンダーニース/関心の再考～北部ナイジェリアを事例として～」

荒井 啓子 (あ らい 。けいこ)

学習院女子大学 国際文化交流学部教授

専門分野 :スポーツ人類学、体育・スポーツ哲学、スポーツとジェンダー学

主な著書・研究業績 :

『スポーツ・ジェンダー学への招待』(共著)明石書店 (2004)

『教養としてのスポーツ人類学』(共著)大修館書店 (2000
「現代イスラーム女l■ と競技スポーツ～国際大会出場へのカギ『イスラーム度』」スポーツ文化第 5号 (触)日 本スポー

ツ振興センター)(2008)
「イスラーム女性のスポーツ行動～ヴェールの世界のスポーツ文化」体育科教育第 50巻第 9号 (2002)

社会的活動 :(ネ⇒ 全国大学体育連合 監事、■lPO法人日本オリンピック・アカデミー 監事

山口 拓 (やまぐち 。たく)

特定非営利活動法人 ハー ト・オブ・ゴール ド理事、筑波大学体育専門学群助教

専門分野 :スポーツを通じた国際開発、青少年・スポーツ政策、青少年・スポーツ行政など

略歴 :大阪体育大学体育学部、同志社大学大学院 総合政策科学研究科修了 (政策科学修士)、 世界オリンピアンズ協会 ア

ジア・ォセアニア地域事務所 (ディレクター)、 国際協力機構 (短期専門家)、 特定非営利活動法人 ハー ト・オブ・ゴール ド
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登‐壇者プロフイール

0張)な どを経て醜

主な著書・研究業績 :

『共に育つ ―ハート・オブ・ゴール ド10年の歩み 』(聡 十周年記念誌編集委員会編、共著)特定非営利活動法人 ハート・

オブ・ゴール ド 0010)

『スポーツを通じた国際開発に関する調査研究報告書 第 1部』 嘉納治五郎記念スポーツ研究・交流センター 12010)

『スポーツを通じた国際開発に関する調査研究報告書 第2部』 嘉納治五郎記念スポーツ研究・交流センター 12011)
「カンボジアにおける教育政策に関する一考察」体育学研究第57号 (2012):掲載予定(早期公開中)

「カンボジア国児童の体格と体力との関係J(千葉義信・山口拓、共著)神奈川体育研究44(1):“‐46(2011)
瞳餌 PE and Sport劃配ation phК in C狙l a」 日本スポーツ教育学会 第30回記念 国際大会 [プロシーディングス]:
50-5400101

社会的活動 :(特定ブ淋 l活動法人)ハート・オブ・ゴールド理事、カンボジア障がい者陸上連盟理事、カンボジア王国教育省スポ
ーツ総局顧間、アンコールワッ暉郵ン ―ヽフマラソン顧問

<‐コTデイネーター>末田 享子 (ら いた・きょうこ)

中東大学スポーツ科学部教授、博士 (体育→

専門分野 :体育・スポーツ史、スポーツとジェンダー研究
主な著書・研究業績 :

『スポーツ。ジェンダー学への招待』(飯田貴子・井谷恵子編、共著)明石書店 (2004)

『今奏でよう、身体のシンフォニー』(三井院子・池田恵子編、共著)叢文社 9007)

『スポーツ・ジェンダー :データブック2010』 編著、日本スポーツとジェンダー学会 (20101

『越境するジェンダー研究』鱚ゆ東海ジェンダ‐研究所記念論集編集委員会編、共著)明石書店 (2010)
「1920‐30年代のオリンピック・ムーブメントにおける性差の意味と価値づけを探る」体育史研究第24号 (2007)、 pp.69‐84.
「スポーツと「性別」の境界一オリンピックにおける性カテゴリーの扱い―」スポーツ社会学研究18-2120101:23‐ 38.

社会的活動 :日 本スポーツとジェンダー学会理事長、体育史学会理事、WO法 人日本オリンピック・アカデミー理事、
W mnSportlnte襲血 al ttrSI)諮 問委員会 (ア シ イヾザリー・ボード)委員

鈴木 るり子 (すずき'る りこ)

岩手看護短期大学専攻科地域看護学専攻教授

専門分野 :公衆衛生看護学

主な著書・研究業績 :

『大槌町保健師による全戸家庭訪間と被災地復則  (共著)明石書店001"
『吾が住み処ここより他になし―田野畑村元開拓保健婦のあゆみ』(岩見ヒサほか共編著)萌文社 (2010)
「特集保健師による全戸家庭訪問からみえた復興への課題 ―岩手県大槌を例に」保健の科学54(D:4‐9(2012)
「沢内村の乳児死亡率」『子どものからだと心 白書2009』 子どものからだと心・連絡会議、 8‐ 11(2009)
「生命行政の検議 手県旧沢内村 (現西和賀町)の老人医療費無料化が村におよばした影響J厚生の指標 5618N:6‐ 10

(2009)
「今あらためて間う保健師の形―沢内の保鍵師活動に学ぶ―」保健師歴史研究 6:1‐ 14(2CX19

社会的活動 :一般社団法人全国保健師教育機関協議会理事、岩手公衆衛生学会理事、大槌町復興まちづくり創造懇談会ア

ドバイザー、岩手県のおける東日本大震災被災者の支援を目的とした大規模コホー ト研究 研究員

くデイスカッサント>北田 和美 (きただ・かずみ)

大阪女子短期大学人間健康学科教授

主な著書 。研究業績 :

『健康概論 心と体の個崇』(共編勘 明研図書 (1999)

『 日で見る女性スポーツ自書』 (共著)大修館書店 (2001)

『スポーツジェンダー学への招待』(共著)明石書店 (20041

教材 TヽRたのしいエアロビクスダンスシリーズ『エアロ。ザ・マス』(企画制作 :1‐4巻)学習研究社 (2000)

教材Dヽり制作『なわ回しはすべての基本 :矢部都議/長縄編』MK3プロジェクト (2007)

社会的活動 : 区Bプロジェクト、教師塾代表 (生涯体育・健康教育に関わる教材研究及び実技指導法開発研究会)

フィットネスインストラクターとして、幼児から高齢者までの健康づくり運動指導にかかわるc ADI(厚労省公認フィッ
トネスインストラクター)、 NCA日 本体調改善運動普及協会認定コンディショニングインストラクター、大阪府スポーツ

推進審議会委員、健康運動指導士養成講習会講師、大阪体育学会理事、日本幼少児健康教育学会常任理事、日本スポーツ

とジェンダー学会会員
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登壇者プロフィール

くコーディネーター>建石 真公子 (たていし・ひろこ)

法政大学法学部教授

専門分野 :憲法学、国際人権法学

主な著書・研究業績 :

『身体・性・生―個人の尊重とジェンダー』(共編著)尚学社、近刊

『男女平等参画社会ヘー女l■のエンパワメントと自治体―』(編共著)自治総研ブックス⑤、公入社 (2009)

『越境するジェンダー剛 鱚0東海ジェンダ‐研究所記念論集編集委員会編、共著)明石書店 (2010)

『コンメンターノ曜摯場調り撤廃条約』(山下泰子ほか編、共著)尚学社 (2010)
「フランス 2008年憲法改正後の違憲審査と条約適合略 査一人権保障における憲法とヨーロッパ人権条約の規範の対立

における逆説的な強化― (1)」 法学志林709巻 3号,1～52.

「国際的な子の奪取に対する国内裁判所の返還命令と『家族生活の尊重の権利』保護―ノイリンガーとシュルク対スイス

判決 (ヨ ーロッパ人権裁判所大法廷判決2010年 7月 6日 判決)、 国際人権22号,173‐ 176.

「性差別撤廃諸条約の国内実施一カナダとフランスにおける性差別撤廃諸条約の実効性・人権・デモクラシー」ジェンダ

ーと法No.5(2∞9):83-97.
「国際人権保障の現状と課題―ヨーロッ′くを中心に一」ジュリストnO.1378(2009):7併 80.

[翻詞 ミシェル・ルヴィネGIlchelb、た分「ヨーロッパノ`権裁判所判例における身体の自己決定原則」、スポーツとジェン

ダ瑚 チヨ9 (2011): 89‐ 113.

社会的活動 :国際人権法学会理事、比較法学会理事、女峰 協会幹事

27



日本スポーツとジェンダー学会(JSSGS)では、随時、会員の入会を受け付けております。事務局まで直接お

問い合わせしヽただくか、本学会のホームページよりお申込みください。

<入会お申し込み/お問い合わせ先>
日本スポーツとジェンダー学会 事務局

〒168…8555東京都杉並区永福 1… 9… 1

明治大学 政治経済学部 高峰研究室内
Telノ/Fax: 03-5300-1740

http:ノムⅣvハ″issgs OrgF  e― mail:infoossgS Org

JSSCSホームページからの申込方法
日本スポーツとジェンダー学会のホームページ(h性

"胸
嚇解・iSSgS_Org)にアクセスし、会員登録ページから入

カフォームに必要事項をご入力ください(入 力事項に間違いがないかご確認の上、「送信」ボタンをクリックしてくだ

さい)。 事務局から申込み受付確認のメールを返信します。
なお、オンライン登録をご利用いただく場合は、下記の事項にご注意ください。
フォーム送信後、1週間を経過しても事務局から返信メールが到着しない場合は、送信トラブル等が発生した

可能性がありますので、お手数ですが infuttSsgS_Orgまでご連絡ください。
オンラインでの登録は、仮登録となります。」SSCS規約に定められた会費を納入していただくことにより、登録

が正式に完了します。なお、会費納入方法などにつきましては、事務局からの申込み受付確認メールでお知らせ

致します。

◆現在の会員種別と年会費は下記のようになっています。

(1)正会員  年額 5,000円

(2)学生会員  年額 2,500円

(3)団体会員  10名につき年額 10,000円

(4)賛助会員  年額 10,000円

ホームページのご案内

日本スポーツとジェンダー学会では、スポーツとジェンダーに関わる情報交換の場としてホームページを開設し

ています。研究集会への案内や報告をはじめ、図書情報、関連サイトヘのリンク集などがご覧いただけます。今後

も内容をさらに充実させていく予定です。皆様のアクセスをお待ち致しております。

JSSGSホ ームページURL http=||ぃ_jSSgS‐ org

日本スポーツとジェンダー学会 (」 SSGS)の研究誌「スポーツとジェンダー研究」を毎年 3

月に刊行しております。同誌には、その年度に開催された JSSCS主 催の学会大会・研究交流
会報告の他、スポーツとジェンダー研究に関する論文、研究ノー ト、海外文献紹介、書評等が

掲載されます。原著論文、研究ノー トの投稿は随時募集しております。
編集規定並びに投稿規定を厳守の上、ご投稿 ください。両規定につきましては、学会事務局

にお問い合わせいただくか、本学会ホームページでご確認ください。
2012年 10月 31目 までに投稿 され た論文等 は、2013年 3月 に刊行予定の第 11

巻掲載分 と して審査されます。皆様の投稿をお待ちしております。
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